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１． プログラムの実施体制 

崇城データサイエンティスト育成プログラム（応用基礎・情報）(以下、本プログラムとする)は、下記

体制のもと令和 3 年度(2021 年度)より開始した。 

 

データサイエンス教育ワーキンググループメンバー 

堀部 典子（情報学部 情報学科 教授、本 WG 座長） 

西園 祥子（生物生命学部 応用微生物工学科 教授） 

津曲 紀宏（総合教育センター 准教授） 

古賀 元也（工学部 建築学科 准教授） 

西嶋 仁浩（情報学部 情報学科 教授） 

池田 徳典（薬学部 薬学科 教授） 

林 修平（生物生命学部 応用生命科学科 准教授） 

中山 泰宗（副学長、総合教育センター 准教授、Dx 推進本部 本部長、総合情報センター センター

長） 

今井 亮佑（総合教育センター 教授） 

平 大輔（生物生命学部 教授） 

 

授業担当者 

① 工学・情報系の基礎数理 I： 

⚫ 大嶋 康裕（総合教育センター 教授） 

⚫ 德永 憲治（総合教育センター 講師） 

⚫ 日比野 剛士（総合教育センター 教授） 

⚫ 津曲 紀宏（総合教育センター 准教授） 

⚫ 河合 浩明（総合教育センター 教授） 

⚫ 藤城 謙一（総合教育センター 助教） 

② IoT 概論 

⚫ 植村 匠（情報学部 情報学科 准教授） 

③ 特殊講座（データサイエンス入門）： 

⚫ 中山 泰宗（総合教育センター 准教授） 

⚫ 堀部 典子（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 尾﨑 昭剛（情報学部 情報学科 助教） 

④ コンピュータ基礎： 

⚫ 尾﨑 昭剛（情報学部 情報学科 助教） 

⚫ 尾島 修一（情報学部 情報学科 教授） 

⑤ 情報処理基礎： 

⚫ 齋藤 暁（情報学部 情報学科 准教授） 

⑥ プログラミング基礎： 
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⚫ 植村 匠（情報学部 情報学科 准教授） 

⚫ 星合 隆成（情報学部 情報学科 教授） 

⑦ 人工知能概論： 

⚫ 岡本 学（情報学部 情報学科 教授） 

⑧ 基礎電気数学： 

⚫ 杉浦 忠男（情報学部 情報学科 教授） 

⑨ プログラミング応用： 

⚫ 樋口 直哉（情報学部 情報学科 助教） 

⚫ 筒口 拳（情報学部 情報学科 教授） 

⑩ データ構造とアルゴリズム I： 

⚫ 星野 直彦（情報学部 情報学科 助教） 

⚫ 尾島 修一（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 米田 圭佑（情報学部 情報学科 助教） 

⑪ 工学・情報系の数理 I： 

⚫ 坂西 文俊（総合教育センター 非常勤講師） 

⚫ 甲斐 隆志（総合教育センター 非常勤講師） 

⑫ 確率・統計： 

⚫ 河合 浩明（総合教育センター 教授） 

⑬ 情報と職業： 

⚫ 川本 正道（総合教育センター 准教授） 

⑭ 電子情報基礎実験 I： 

⚫ 杉浦 忠男（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 池田 晃裕（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 西嶋 仁浩（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 寺坂 健一郎（情報学部 情報学科 准教授） 

⑮ IoT プログラミング基礎： 

⚫ 筒口 拳（情報学部 情報学科 教授） 

⑯ 情報工学基礎実験： 

⚫ 堀部 典子（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 岡本 学（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 尾﨑 昭剛（情報学部 情報学科 助教） 

⚫ 星野 直彦（情報学部 情報学科 助教） 

⚫ 米田 圭佑（情報学部 情報学科 助教） 

⑰ IoT エンジニアリング応用： 

⚫ 筒口 拳（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 植村 匠（情報学部 情報学科 准教授） 

⚫ 樋口 直哉（情報学部 情報学科 助教） 

⑱ 知能情報システム設計： 
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⚫ 尾島 修一（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 岡本 学（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 齋藤 暁（情報学部 情報学科 准教授） 

⚫ 尾崎 昭剛（情報学部 情報学科 助教） 

⚫ 星野 直彦（情報学部 情報学科 助教） 

⚫ 堀部 典子（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 米田 圭佑（情報学部 情報学科 助教） 

⑲ 電子情報応用実験： 

⚫ 亜原理 有（情報学部 情報学科 准教授） 

⚫ 柿木 稔男（情報学部 情報学科 教授） 

⚫ 寺坂 健一郎（情報学部 情報学科 准教授） 

⚫ 山路 隆文（情報学部 情報学科 教授） 
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２． 令和 6年度のプログラム変更点 

令和 6 年度のプログラムでは、変更点はない。 

３． 令和 6年度のプログラム詳細 

令和 6 年度のプログラムは下記の要領で実施した。 

 

プログラムの概要 

プログラム概要は図 1 の通りである。本プログラムは文部科学省の「数理・データサイエンス・ＡＩ教

育プログラム認定制度（応用基礎レベル）」（以降、MDASH 応用基礎）の認定を受けている。 

 

 

図 1 プログラム概要 

 

プログラムの理念・教育目的 

理念：データや AI を活用して社会をよりよくする人材の育成。 

目的：データや AI を専門分野で活かすためのスキルおよび大局的な視点を身につけること。 

目標：「データサイエンス」、「データエンジニアリング」、「AI」の基礎知識を学習し、身につけるこ

と。合わせて実践的な教育も行い、データや AI を活用するための「デザイン力」 のトレーニン

グも行う。 

 

学習目標 
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1. データ駆動型社会における、データサイエンスの重要性を習得する。 

2. データ分析を学ぶための基礎知識を身につける。 

3. データ分析の基本的なプロセスや基礎スキルを身につける。 

4. データの種類や取り扱いについて理解する。 

5. データを取り扱うための基礎スキルを身につける。 

6. AI の背景や社会とのつながりについて理解する。 

7. AI を取り扱うための基礎スキルを身につける。 

8. AI や関連技術の利用を実践的にトレーニングする。 

 

修了要件 

「工学・情報系の基礎数理 I」、「特殊講座（データサイエンス入門）」、「工学・情報系の数理 I」、「確率・

統計」、「コンピュータ基礎」、「情報処理基礎」、「プログラミング基礎」、「情報と職業」、「人工知能概論」

のすべての単位を取得する。 かつ「プログラミング応用」、「データ構造とアルゴリズム I」、「基礎電気

数学」から 2 単位以上取得する。かつ「IoT プログラミング基礎」、「情報工学基礎実験」、「電子情報基

礎実験 I」から 2 単位以上取得する。かつ「IoT エンジニアリング応用」、「知能情報システム設計」、「電

子情報応用実験」から 2 単位以上取得する。 

 

プログラム編成 

MDASH 応用基礎レベルの審査項目とカリキュラムの関係は表 1 の通りである。 

 

表 1．MDASH 応用基礎レベルの審査項目とカリキュラムの対応 
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審査項目 カリキュラム対応箇所 

(1)データサイエンスとして、

統計学を始め様々 なデータ処

理に関する 知識である「数学

基礎 （統計数理、線形代数、 微

分積分）」に加え、ＡＩ を実現

するための手段 として「アル

ゴリズム」、 「データ表現」、「プ

ログ ラミング基礎」の概念や 

知識の習得を目指す。 

1-6 多項式関数，指数関数，対数関数「工学・情報系の基礎数理 I」

（1 回目）、ベクトルと行列，ベクトルの演算，ベクトルの和と

スカラー倍，内積「工学・情報系の基礎数理 I」（3 回目）、関数

の傾きと微分の関係，１変数関数の微分法「工学・ 情報系の基

礎数理 I」（4～15 回目）、積分と面積の関係，積分法「工学・情

報系の基礎数理 I」（23～28 回目）、確率分布，正規分布「確率・

統計」（4～6 回），代表値（平均値，中央値，最頻値），分散，標

準偏差，相関係数，相関関係と因 果関係，義尺度、順序尺度、

間隔尺度，比例尺度「特殊講座（データサイエンス入門）」（6 回

目）、相関係数，相関関係と因果関係，名義尺度、順序尺度、間

隔尺度，比例尺度「特殊講座（データサイエンス入門）」（8 回

目）、行列の演算 「工学・情報系の数理 I」（10,11 回目）、逆行

列「工学・情報系の数理 I」（14,15 回目） 

1-7 アルゴリズムの表現「データ構造とアルゴリズム I」（3，7，8，

9 回目）、探索（サーチ），探索アルゴリズム「データ構造とア

ルゴリズム I」（13，14 回目）、アルゴリ ズムの表現（フローチ

ャート）「プログラミング応用」（4，5 回目）、探索（サーチ）

「プログラミング応用」（9，10 回目）、アルゴリズムの表現（フ

ローチャート）、並び替え（ソート）、探索（サーチ）「基礎電気

数学」（14 回目） 

2-2 構造化データ，非構造化データ「特殊講座（データサイエンス

入門）」(6 回目)、情報量の単位（ビット，バイト）「コンピュー

タ基礎（1 前）」、（1 回目）二進数「コン ピュータ基礎（1 前）」

（2 回目）、コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音

声、動画など）「コンピュータ基礎（1 前）」（4 回目）、グラフ

「情報処理基礎」（4～ 6 回目） 

2-7 順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「プログラミ

ング基礎（1 前）」(2,8,11,12 回目)、四則演算，代入「プログラ

ミング基礎（1 前）」(3 回目)、変数，浮 動小数型，文字型「プ

ログラミング基礎（1 前）」(6 回目)、論理演算「プログラミン

グ基礎（1 前）」(9 回目）、関数、引数、戻り値「プログラミン

グ基礎（1 前）」(13 回 目） 

（２）ＡＩの歴史から多岐 に

渡る技術種類や応用 分野、更

には研究やビ ジネスの現場に

おいて 実際にＡＩを活用する

際 の構築から運用までの 一

1-1 データ駆動型社会，Society 5.0「特殊講座（データサイエンス

入門）」（1,2,3 回目)、データサイエンス活用事例 （仮説検

証）「特殊講座（データサイエンス入 門）」（2 回目)、データ

サイエンス活用事例(知識発見，原因究明，計画策定，判断支

援)「特殊講座（データサイエンス入門）」（3,7 回目)、データ
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連の流れを知識として習得す

るＡＩ基礎的な ものに加え、

「データサ イエンス基礎」、

「機械学 習の基礎と展望」、

及び 「深層学習の基礎と展 

望」から構成される。 

を活用した新しいビジネスモデル「特殊講座（データサイエ

ンス入門）」（9 回目） 

1-2 データ分析の進め方，分析目的の設定「特殊講座（データサ

イエンス入門）」（6 回目)、仮説検証サイクル「特殊講座（デ

ータサイエンス入門）」（7 回目)、様々なデータ分析手法 （分

類，クラスタリング）「特殊講座（データサイエンス入門）」

（11～15 回目)、データの収集，加工，分割／統合「IoT プロ

グラミング基礎」（8，9 回目）、仮説検証サイクル「情報工 学

基礎実験」（2 回目）、分析目的の設定「情報工学基礎実験」（8

回目）、分析目的の設定、様々なデータ分析手法（回帰）、

様々なデータ可視化手法（分布、変化）、データの収 集、加

工「電子情報基礎実験Ⅰ」（２回目） 

2-1 ビッグデータ活用事例「特殊講座（データサイエンス入門）」

（2,3 回目）、ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービ

ス，ソーシャルメディアデータ「特殊講座 （データサイエン

ス入門）」（9 回目）、ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデ

ータ「情報と職業（2 後）」（3,4,10 回目） 

3-1 AI 活用領域の広がり「特殊講座（データサイエンス入門）」

（2,3 回目）、AI の歴史「人工知能概論」(2 回目)、探索「人

工知能概論」(3,4 回目)、人間の知的活動と AI 技術（知識）

「人工知能概論」(5 回目)、推論「人工知能概論」(6 回目)、

人間の知的活動と AI 技術（学習）「人工知能概論」(7 回目 

3-2 AI 倫理，AI の社会的受容性，AI に関する原則/ガイドライ

ン，AI の公平性、AI の信頼性、AI の説明可能性「特殊講座

（データサイエンス入門）」（5 回目）、AI の 社会的受容性

「人工知能概論」（2 回目） 

3-3 実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、

商品推薦など），過学習，バイアス「特殊講座（データサイエ

ンス入門）」（10 回）、機械学習，教 師あり学習，教師なし学

習「人工知能概論」（7 回目） 
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3-4 実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識）「特殊講座

（データサイエンス入門）」(11～15 回目）、ニューラルネット

ワークの原理「人工知能概論」(9 回 目) 

3-9 AI の社会実装、ビジネス/業務への組み込み「特殊講座（デー

タサイエンス入門）」（3 回目）、AI の開発環境と実行環境「特

殊講座（データサイエンス入門）」 （11～15 回目）、AI の学

習と推論「人工知能概論」（6，7 回目） 

（３）本認定制度が育成 目標

として掲げる「データを人や

社会にかかわる課題の解決に

活用で きる人材」に関する理

解 や認識の向上に資する 実

践の場を通じた学習 体験を行

う学修項目群。 応用基礎コア

のなかで も特に重要な学修項

目 群であり、「データエンジ 

ニアリング基礎」、及び 「デ

ータ・ＡＩ活用 企画・ 実

施・評価」から構成さ れる。 

I データ収集およびデータ加工・データ分析の実施「IoT プログ

ラミング基礎」（8，9 回目） データ収集およびデータ加工・

データ分析の実施（仮説検証）「電子情報基礎実験Ⅱ」（9～11

回目 

II AI 技術の適用（学習，認識，予測・判断，知識・⾔語，身

体・運動など）・簡易的な試作品（プロトタイプ）の開発「知

能情報システム設計」（2～7 回） データ収集およびデータ加

工・データ分析の実施（仮説検証）「知能情報システム設計」

（10，11 回） 改善事項の確認「知能情報システム設計」

（12，13 回） データ・AI 活用結果の共有・データ・AI 活用

結果の評価「知能情報システム設計」（14，15 回） 課題およ

び背景の理解「IoT エンジニアリング応用」（2 回） 課題につ

いて仮説を設定する「IoT エンジニアリング応用」（3 回） 設

定に沿って実験用プロトタイプの実装を行う「IoT エンジニア

リング応用」（5～7 回） 得られたデータの解析（分析・加

工・結果の抽出）を行い，結果の評価及び考察を行う「IoT エ

ンジニアリング応用」（10～11 回） 問題および背景の理解、

課題定義・課題解決方法の検討、仮説立案・分析設計、デー

タ収集およびデータ加工・データ分析の実施（仮説検証、知

識発見、 原因究明、計画策定）、データ・AI 活用結果の共

有・データ・AI 活用結果の評価、改善事項の確認「電子情報

応用実験」（１～14 回） 
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科目編成 

本プログラムの科目編成は表 2 の通りである．  

 

表 2. 科目編成 

  
学年 区分 科目（単位数） 

1 年 

必修 

工学・情報系の基礎数理 I（３単位） 

IoT 概論（２単位） 

コンピュータ基礎（2 単位） 

情報処理基礎（2 単位） 

プログラミング基礎（2 単位） 

人工知能概論（2 単位） 

特殊講座（データサイエンス入門）（２単位） 

選択 

基礎電気数学（２単位） 

プログラミング応用（２単位） 

データ構造とアルゴリズム I（２単位） 

2 年 

必修 

工学・情報系の数理 I（２単位） 

確率・統計（２単位） 

情報と職業（２単位） 

選択 

電子情報基礎実験 I（２単位） 

IoT プログラミング基礎（２単位） 

情報工学基礎実験（２単位） 

3 年 選択 

IoT エンジニアリング応用（２単位） 

知能情報システム設計（２単位） 

電子情報応用実験（２単位） 



11 

 

４． 令和 6年度のプログラム実績 

令和 6 年度の履修状況は表 3 から表 8 に示す通りであった。 

 

表 3．各科目の履修状況（4 年生） 

 

 

表 4．各科目の履修状況（3 年生、必修科目） 

 

表 5．各科目の履修状況（3 年生、選択科目） 

 

表 6．各科目の履修状況（2 年生） 

 
工学・情報系の

数理 I 
確率・統計 情報と職業 

特殊講座（データサイエンス

入門） 

履修者 3 0 1 4 

合格 1 0 1 3 

不合格 2 0 0 1 

履修者／入学定員 0.007  0.000 0.007  0.030  

 
工学・情報系の

数理 I 
確率・統計 情報と職業 

特殊講座（データサイエンス

入門） 

履修者 15 14 12 28 

合格 13 11 11 5 

不合格 2 4 1 23 

履修者／入学定員 0.115  0.107 0.092  0.215  

 IoT エンジニアリング 

応用 
知能情報システム設計 電子情報応用実験 

履修者 50 57 41 

合格 47 55 41 

不合格 3 2 0 

履修者／入学定員 0.3846 0.4384 0.3153  

 工学・情報

系の数理 I 
確率・統計 情報と職業 

ＩｏＴプロ

グラミング

基礎 

情報工学基

礎実験 

電子情報基

礎実験Ⅰ 

履修者数 77 77 146 132 60 48 
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表 7．各科目の履修状況（1 年生） 

 

表 8．各学年のプログラム履修状況 

入学年度 プログラム履修者 履修者／入学定員 

2024 27 0.2076 

2023 40 0.3076 

2022 51 0.3923 

2021 8 0.0615 

 

表 7 の「プログラム履修者数」は、以下の条件に該当する学生数から算出している． 

⚫ 2024 年度入学（1 年生）については、1 年次に開講している「特殊講座（データサイエンス入門）」

の履修登録をした学生数である。 

⚫ 2023 年度入学（2 年生）については、2 年次に開講している「工学・情報系の数理 I」，「確率・統計」、

及び「情報と職業」の履修登録をした学生数である。 

合格者数 63 68 140 124 60 34 

不合格者数 14 9 2 8 0 14 

履修者／入学定員 0.5923 0.5923 1.1230 1.0153 0.4615 0.3692 

 

工 

学 

・
情 

報 

系 

の 

基 

礎 

数 

理 

Ⅰ 

Ｉ 

ｏ 

Ｔ 

概 

論 

コ 

ン 

ピ 

ュ 

ー 
タ 
基 

礎 

情 

報 
処 

理 

基 

礎 

プ 
ロ 

グ 

ラ 

ミ 

ン 

グ 

基 

礎 
人 

工 

知 

能 

概 

論 

特 

殊 

講 

座 

（
デ 

ー 

タ 

サ 

イ 

エ 

ン 

ス 

入 

門 

） 

デ 

ー 

タ 

構 

造 

と 

ア 

ル 

ゴ 

リ 

ズ 

ム 

Ⅰ 

プ 

ロ 

グ 

ラ 

ミ 

ン 

グ 

応 

用 

基 

礎 

電 

気 

数 

学 

履修者数 144 146 146 144 145 144 27 27 102 71 

合格者数 138 123 141 142 139 138 18 18 96 66 

不合格者数 6 23 5 2 6 6 9 9 6 5 

履修者／ 

入学定員 
1.1076 1.1230 1.1230 1.1076 1.1153  1.1076  0.2076 0.2076 0.7846 0.5461 



13 

 

⚫ 2022 年度入学（3 年生）と 2021 年度入学（4 年生）については、本プログラムの必須科目である

「確率・統計」、「情報と職業」、「工業・情報系の数理 I」、「特殊講座（データサイエンス入門）」の

どれか一つでも新たに履修登録を学生数である． 

  

令和 6 年度の本プログラム認定者は 6 名であった．表 8 に，その内訳を情報学科の 3 コース（未来情

報コース、知能情報コース、電子通信コース）別に記載する． 

 

 

表 8．本プログラム認定者の内訳 

 人数(単位：人) 認定者数／所属人数×100(%) 

全認定者数 6 4.31% 

未来情報コースの認定者 1 2.27% 

知能情報コースの認定者 4 6.77% 

電子通信コースの認定者 1 3.12% 

 

５． 令和 6 年度の評価 

教育プログラムの履修・修得状況 プログラム履修者が 1 年生では 8 名と，昨年度より増えてはいる

が、まだ少ない状況である．本プログラムの学生への周知が不十分であると考えられる。今年度も、昨年

度までと同様に、「工学・情報系の基礎数理Ⅰ」や「確率・統計」などの、卒業には必修ではない数学科

目の履修者数が少ない状況となっている。数学関連科目に対する苦手意識を改善するための取り組みが

必要であると考えられる。 

 本プログラムの認定者は 6 人であり、昨年度の 12 人から半減してしまっている．コース別では、未来

情報コースが 1 名、知能情報コースが 4 名、電子通信コースが 1 名となっている。認定が受けられなか

った学生の中に、1 科目だけ足りていない学生も多数いたため、認定を希望するが学生の履修状況を把握

し、必要なタイミングで科目の履修を勧める仕組みを作る必要があると思われる。 

2025 年度から、学生自身が本プログラムの認定を受けることを希望していることの意思表示をする方

法を実験的に始めているので、それによって今年度の結果がどのように改善するか、調査する予定であ

る。 

 


